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1 ．はじめに
⑴　これまでの経緯
千葉大学教育学部幼稚園教員養成課程は，昭和43年
（1968年）に新設され，音楽関係の授業は主に作曲家の
水野修孝氏が担当していた。当時の幼稚園教員養成課程
の音楽授業は音楽（ピアノ），器楽，音楽表現 1 （通期），
音楽表現 2 （前期），があり，音楽表現 1 において1980
年代から後期に幼児向けミュージカルに取り組んでいた。
授業担当教授が作曲専門ということもあり，水野氏の作
曲した曲はクラシックの枠を超えジャズやロックの要素
も含むもので，ストーリーは幼児向けというミュージカ
ルであった。
1999年に退官後，後任者も引き続き音楽表現では
ミュージカルを継承した。学生によるミュージカル創作
は，はじめは附属幼稚園での教育実習期間中にお誕生会
で披露するための活動として行われ，当初は手探りでと
にかく自分たちで台本作りから始める，幼児が楽しめる
もの，既成の音楽や替え歌などで構成され，幼稚園で発
表するようになった。
その後，幼児向けミュージカルの台本から幼児向けの
ミュージカルを，学生が振付をし，ピアノ譜から主にメ
ロディー，ベース，バッキング，効果音のキーボード 4
台に振り分け，打楽器などを加えて演奏するというもの
で，現在のかたちの土台となっている。
⑵　科目横断について（「音楽表現」と「幼児ダンス」）
保育内容（音楽表現Ⅱ）におけるミュージカルは， 1
年次音楽（ピアノ）， 2 年次器楽，アンサンブル， 3 年
次保育内容（音楽表現Ⅰ）と段階を踏み，音楽表現とし
ての集大成となるものである。多くの幼稚園教諭・保育
士養成校でピアノの授業は 1 年，あるいは 2 年行ってい
るが，本校では半期のみの履修である。基本的な楽典他，
楽譜を読み取る力を養うためには初心者にとって半期は
とても短いが，課題達成を終えて単位が取得できる。器
楽の授業ではコードによる伴奏付けで，簡単なコード及
びコード進行を理解し「こどものうた」にコードをつけ
る実践授業である。楽譜を読みとる力はソルミゼーショ
ンをする上にも必要であり，メロディーにコードをつけ
ることは，簡単に伴奏ができるメリットとなる。アンサ
ンブルにおいては，連弾や合唱のほか，幼児が演奏でき
る主に打楽器類について，名前，奏法などを実際にセッ
ションし，音楽療法的即興でセッションを楽しみ，仲間
と音楽をすることの楽しみや音楽造りの楽しみも体験し
ながら，表現方法を学ぶ。
保育内容（音楽表現Ⅰ）では主にリトミックでリズム
に合わせて身体を動かすことにより，音楽を楽しみなが
らリズムに合わせ表現することを学び，表現活動に躊躇
することなく参加する力をつけるようにする。保育者と
して自ら豊かな表現者となるよう，また，自らの表現力
で他者の表現を触発できる力も付けている。これらは，
幼児ダンスの表現とも共通している。演技からの考察で
は，演者たちの表現，特に主役以外，セリフを言ってな
い演者の表現や動きに焦点をあてた細やかな指導は，音
楽表現だけでは補えないものである。ソロの歌や合唱部
分でのダンス・振り付けでは集中の途切れない工夫がダ
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今の科目横断形になった「音楽表現」と「身体表現」の指導内容を2008年までさかのぼり，教師の指導内容や学生
の学びを公演終了後の受講生の記述内容をもとに質的分析（Text Analytics）を行った。その結果，受講生達が試行
錯誤や失敗，成功した実体験を元に多くを学び取り，保育者としての音楽的・身体的表現性を身に付けていく様子が
明らかになった。また，過去 4 回にわたって実施した選修をまたぐ授業相互参観を通して，教員相互のコミュニケー
ションに質的，量的な変化が見られたことが見て取れた。量的な変化から言えば，明らかにコメント者からの記述量
もリコメント者からの記述量も増加していた。さらに，回を重ねる中で参観者・授業者がそれぞれの視点からコメン
トが述べられるように質的にも変化していった。授業実践者もリコメントの内容に同じ目線と協働意識が芽生えてい
る内容の記述が見られた。
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ンスの授業でアドバイスされている。ストーリーの展開
が主役に頼ってしまいがちだが，集団演技（コーラス隊）
も話の展開では重要な役割を演じている。歌詞によって
話を展開させ，ストーリーを振り返る。そして，舞台の
背景だけでは表現しきれない情景を表現すること，背景
の一部になることもあるという 2 つの役割がある。
授業でのミュージカル創作は，楽しめることはもちろ
んだが，幼児たちへの学び，道徳的視点や教育的内容に
配慮した作品創りを目指している。音楽表現という観点
からは，より高い音楽性，音楽表現を求め，音楽隊演奏
では個々の表現能力（ソロや楽器演奏）や演奏技術の向
上，アンサンブル能力（合唱・楽器隊）の向上も求めて
いる。また，場面にあった音造りや演技に合わせたテン
ポ，タイミングなど高度な演奏技術も求められる。毎年，
公演後の振り返りやレポートにおける学生の感想からも，
幼稚園課程 3 年生全員（20名）での協同作業により，集
中力をともなった一体感，達成感を味わうことができる
様子が読み取れる。
本論文では，過去に実施してきたミュージカルを整理
し，その教育的効果を「音楽表現」と「身体表現」の両
方向から捉えることを目的とした。そして，そこに教員
間の授業参観の記録をとり入れ，より良い科目横断的な
指導方法を探る基礎資料を得ることとした。
2 ．研究の方法
現在担当している二名の教員になった 9 年前にさかの
ぼり，上演してきたミュージカル指導の記録を整理した。
そして，その教育的効果について以下の方法論を用いて
論考した。まず，「音楽表現」では，本番終了後に自分
の作品と前年度のもの鑑賞した際に記した内容から音楽
隊（アンサンブル）・集団歌唱（コーラス）・総括につい
て焦点化して分析した。次に，「身体表現」では，「桃太
郎（2016年上演）」の全授業終了後に提出されたレポー
トの記述内容を授業受講前・受講中・受講後の時系列で
整理し，その時々の学生の心的変化を，Text Analytics
（IBM Text Analytics for Surveys Japanese 4）で分析
した。さらに，幼稚園課程所属の他教員と幼児ダンスの
授業者とで行った学内研修（FD）でのやりとりをまとめ，
幼稚園教員養成課程と小学校教員養成課程体育科選修が
どのように共通認識（指導力向上）を図ってきたかにつ
いて捉えた。
3 ．結果と考察
 ⑴　これまでの上演ミュージカルの作品
2008年度以降，以下の作品を上演してきた。それぞれ
の受講者数は（ ）内に示した。
2008年度　竹取物語（25名）
2009年度　金の魚（22名）
2010年度　孫悟空（21名）
2011年度　シンデレラ（23名）
2012年度　ジャックと豆の木（21名）
2013年度　北風のくれたテーブルかけ（21名）★
2014年度　ピーターパン（21名）★
2015年度　やまたのおろち（26名）★
2016年度　桃太郎（20名）（写真 1 ）★
 注：★は相互参観を実施した年
なお授業は，ミュージカル公演（附属幼稚園）まで，
以下に示す流れで展開されてきた。①スコア製作→パー
ト譜作り（ピアノ譜，CD），②楽器隊個人練習，アンサ
ンブル，③合唱，ソロの歌練習 （全員参加），④ダンス
（振付）→「幼児ダンス」と連携，⑤役作り，⑥舞台背景，
衣裳作成，である。この中で，④以降が「音楽表現」と
「身体表現」の担当教員が連携して実践していく過程と
なる。その年の学生たちのレディネスや要望に合わせ作
品選択を行い，その後楽譜の作成やダンスの修正を行っ
ている。
⑵　学生からのアンケート等からの検討・考察
①音楽表現
○音楽隊（アンサンブル）
以下が，音楽隊となった学生の感想である。
・限られた時間で全体の調和をとり技術を向上させるた
めに協力しあう場面が多く，仲間と一つのものを作り
あげる楽しさ，一体感を感じた。
・機械音と生楽器の音の特性を踏まえ，各場面に応じた
音の選択や色々な場面に合わせた，優雅さや激しさを
出すための工夫をし，お互い良く聴きあって音量の調
節，音色の選択をした。 
・どんな楽器がこの曲で使えるかを考えたり，実際に
色々な音を出して試したりすることで，楽器で演奏す
る楽しさを味わうことができた。
・自分の出す音が舞台上の人の動きと合う瞬間の感動や，
合わなかったときに思考錯誤してやってみるなど貴重
な体験ができた。
・人により声の質，音量が異なるので，登場人物にあわ
せた音量調節など細かい工夫が必要だった。
○集団歌唱（コーラス）
・目立たない役で台詞がない場合，すべてを踊りやしぐ
さ，表情で伝えなくてはならない難しさがある。 
・表現することの面白さ，難しさを学んだ。伝えること
の難しさを知り，観る側にたって演じる・演奏するこ
との大切さを学んだ。
・何よりも表現することは楽しい！という気持ちが持てた。
写真 1　「桃太郎」本番前のリハーサル風景
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・人数が多く楽だと思ったが自分たちの声の小ささや，
気合いの無さに苛立ったが，練習を深めて行くうちみ
んなの気持ちが一つになり，火焔山でゴーゴーと燃え
盛る火の精，優しく緑と明るさの喜びを歌う花の精に
なりきることができた（孫悟空）。
・消極的なメンバーが多く，初めは二声・三声にわかれ
た歌を歌いながらの踊りで精一杯だったが，練習がす
すむにつれ，練習の中での反省点や「ここをもっとこ
うした方がいいのではないか」といったアイディアを
積極的に言うようになり，一人ひとりの意識が高まっ
た。
写真 2　「桃太郎」楽器隊の伴奏風景
○総括
以上に記したように，音楽表現にかかわって受講生達
はそれぞれの役割の難しさを感じながらも，協働の学び
を通して問題解決に取り組んできた。音楽隊が，音楽表
現のみならず，ダンサーの身体表現を豊かに演出しよう
としている様子も見られ，科目横断の成果がここにも見
て取れた。
②身体表現
受講生のレポートを意味のあるまとまりで分けたとこ
ろ，受講前についての記述（56文），受講中について（250
文），受講後について（133文）となった。それぞれを質
的に分析した結果が以下のとおりである。
全文章の記述内容をソートし，文章の中に共起した「名
詞」を受講前・中・後で抽出した（図 1 ）。その結果，
受講前では「ある・ない・経験・する・観る・ミュージ
カル・私」などの単語が多く出現した。その内容をみる
と，「私はミュージカルを観たことはあるが経験したこ
とがなかった」「ミュージカルの創り上げ方が全くわか
らなかった」などであった。また，受講中では「ある・
感じる・なる・できる・伝える・いる・自分・表現・演
技・子ども」などの単語が多く出現した（図 2 ）。その
内容を見ると，「子どもの反応を感じることができた」「表
現をして子どもに伝えることができた」などであった。
さらに，受講後では「ミュージカル・思う・作り上げる・
経験・みんな・できる・保育・子ども・私・感じる」な
どの単語が多く出現した（図 3 ）。その内容を見ると，「み
んなでミュージカルを作り上げる経験は保育に生きてい
く」「自分たちでもできるのだと感じた」などの文章と
して共起していた。
次に，「ミュージカル」カテゴリーを主軸に，受講前・
中・後の記録を抽出した。その結果，受講前では「作り
上げる・なる・思う・演じる・ある・楽器隊・経験」な
ど単語が多く出現した（図 4 ）。その内容を見ると，
「ミュージカルを作り上げた経験がない」「役を演じた経
験がない」などであった。また，受講中では「ある・な
図 4　受講前の「ミュージカル」カテゴリーweb
図 3 　受講後の「名詞」カテゴリーweb
図 2 　受講中の「名詞」カテゴリーweb
図 1 　受講前の「名詞」カテゴリーweb
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る・道具・衣装・準備・練習・子ども・思う・できる・
みんな・感じる」などの単語が多く出現した（図 5 ）。
その内容を見ると，「自分たちでミュージカルを演じる
ことができた」「練習や準備をみんなでやって子どもの
前で演じることができた」などであった。
さらに受講後では「経験・力・楽しい・音楽・保育・
学ぶ・観る・やる・できる・作り上げる・みんな・大切」
などの単語が多く出現した（図 6 ）。その内容を見ると，
「みんなで作り上げて楽しかった」「ミュージカルの経験
が保育に活きていく」などであった。
以上のように，レポートの記述内容の分析からも，受
講生たちが協働の学習を通してミュージカル製作に臨み，
公演の成功を糧に自らの音楽表現や身体表現の力を保育
に生かしていこうとしている様子が読み取れた。
⑶　授業参観からの検討・考察
本科目横断型授業は，幼稚園教員養成課程の特徴ある
取り組みとして，学生の学びの軌跡，指導者の意図と授
業の効果等，直接の指導者ではない幼稚園教員養成課程
の教員の目を通して検証する必要があると考え，検討を
行ってきた。 4 年に亘り，従業参観による授業の内容等
に関するその記録を基に，教育的意義を検証する。 4 年
間実施した研修は全て参観者が冨田，授業者が身体表現
の七澤であった。
＜第 1回：授業相互参観FD＞平成25年12月 9日
演　目：「北風のくれたテーブルかけ」
1 ． 「幼児ダンス」において印象に残った点
①しなやかな心と身体作り
◆参観者　ミュージカルの練習風景というイメージで体
育館に赴いた。その授業のはじめに行っていたのが，心
と身体のレディネスを作るという基本的な内容であっ
た。 音楽に合わせて仲間と笑顔でステップを踏み楽し
みながら準備運動を行っていて， その中で，柔軟な動き
や発想（相手をすぐに見つけて動く）など十分に計算さ
れた活動で「しなやかな心と身体」を作る実際も学んで
いると感じた。
●授業者　体育を専門としていない学生たちにとって，
ミュージカルの役になりきり，人前で自己を表現するこ
とは，大変プレッシャーがかかることである。幼稚園課
程の学生達も，最初は心身ともに硬く，なかなか自分を
出そうとしない。そのため，毎時間の積み重ねの中で，
身体面，心理面へのアプローチを行っている。具体的に
は，導入時に他者と一緒に行う様々なストレッチやリズ
ムダンスなどが挙げられる。心と体は密接に関係してい
るため，この他，授業中のどの活動においても明るい雰
囲気づくりを心がけ，心と体をほぐしている。また，こ
れらの活動では全て，相手の気持ちに寄り添って心地よ
く活動ができるように互いに声かけをさせている。ミュー
ジカル作品の指導時には，滑稽なダンスを意図的に見せ
たり，大げさにキャラククターになりきって見せたり，
時には失敗例を見せたりしながら学生達の緊張をほぐし
ている。こういった一連の活動を通して，他者との関係
性を気にするあまり引いてしまう“他者との境界線”や，
役を演じきれるかどうか自信がなくて作ってしまう“心
の壁”を取り除くことを心がけている。
②専門的で具体的なアドバイス
◆参観者　ミュージカルの本番を想定して，衣装，大道
具等すべて使って 2 回ほど通して練習を行っていた。ほ
とんど完成に近づいており，学生も流れやセリフなど
すっかり覚えて楽しんで演じていた。ここでは，私が見
ても気づかなかった「ダンスの基礎」（手は胴体から動
かすなど）が，具体的で専門性のある的確な助言として
次々に学生に向けられていて，学生も集中して授業者の
アドバイスを的確に再現しているといった質の高い練習
風景を見た。学生にとって本当に貴重な経験をさせて頂
いていると実感できた。
●授業者　授業では，自分の体がどのように動いていて，
他者からどのように見えるのか等に気づかせるようにし
ている。ミュージカルでは特に，自分の体を操作するだ
けでなく，相手に伝わるためにより豊かに演じきること
が必要になる。そのため，過去に舞台経験のない学生に
とってはこれらが特に高いハードルとなる。しかし，舞
台上では，自分が思っている以上に大きく表現しないと
観客に伝わらない。ましてや観客が幼児であるため，台
詞以上に顔や体の表情が重要だ。そこで学生達には，な
るべく具体的でわかりやすい例を出している。例えば，
悲しい場面では肩を落とし震わせる，やる気に満ちてい
るときは顔や胸を空に向かって開く，というように日常
的に無意識に行っていることでも，大げさにデフォルメ
して表現させるのである。時期的なことについてだが，
授業の序盤では，根幹になる表現の演出を行い，中盤で
はその定着を，終盤ではその質にこだわり，登場人物の
心の動きがより生き生きと伝わるように，細かい表情の
図 6　受講後の「ミュージカル」カテゴリーweb図 5　受講中の「ミュージカル」カテゴリーweb
科目横断によるミュージカル指導と公演の教育的効果
─ 195 ─
作り方や舞台上の体・身体部位の向きにもこだわってい
る。次に，振り付けについてだ。私は，弱々しい，力強
い，ひょうきん，やさしい等といった登場人物それぞれ
の個性が引き立つように，振り付け・演出をしている。
悪役はストーリー展開の要になるため特にこだわり，姿
勢やダンスもどこか滑稽で独特なものにしている。その
他，登場人物の関係性や，ストーリー展開，全体の時間
的なバランス等も考えながら演出している。これらを一
度に行うと学生達がパンクしてしまうため，授業を展開
させながら，少しずつ改良を重ねている。
③主体的な学びの促進
◆参観者　今回の参観は体育館ということで，衣装や楽
器，大道具などのミュージカルに必要な道具等を学生み
んなで分け合いながら運び，並べたり，お互いに衣装の
着替えを手伝ったりと，主体的にミュージカルの授業を
受講する態度が準備の段階から見られて，授業者の指導
力の高さに敬服した。幼児教室の学生は殆どが，保育現
場に就職をするが，主体的に協働ができないと大変困る
職場である。幼児教育者としての資質の基本をこの
ミュージカルで学んでいることを改めて認識することが
できた。
●授業者　授業の序盤は，音楽隊もダブルキャストとし
てダンサー役達と一緒にチームを組み，ダンス譜を読み
取っている。これは，全員で一つのミュージカルを支え
る心身の準備をさせるためだ。定型のダンス譜を読み
取った後は，チームごとに幼稚園課程バージョンへと改
良していく。この際に私は，全部情報を提供するのでは
なく，まず学生達が自力で考え，どのようなダンスなら
より良いかを仲間同士で探せるように支援している。 
また，この過程で全ての学生達と関わり，面白いアイディ
アはほめ，なかなか出てこないグループには，ダンスの
アイディアの芽を提供する。舞台作品として重要な専門
的な知識は，学生達に提供している。例えば，リズムが
一定のダンスでは面白みや躍動感が欠けるため，途中に
“間（ま）”や“ため”を入れたりリズムの変化（シンコ
ペーション）を入れたりして，ダンスに変化を持たせる
ように指導する。また，舞台空間内で互いを引き立て合
うように，ダンスの高さや位置取りについても助言する。
この変化は，楽器隊の演奏が合わさって初めて功を奏す
る。授業中に，音楽フレーズを切り取って部分的に循環
させる（繰り返させる）ように指示を出したり，ダンサー
のダンスや表情に合わせて打楽器を鳴らすよう頼んだり
と，リアルタイムに音楽の演出を入れることも多い。音
楽に関しては，主担当と連携しながら演出をしているが，
学生達の適応力にはいつも感心させられる。学生同士や
指導者と学生，といった双方向の創作過程が，序盤の学
生達のやる気つながっているのではないかと思う。この
学習で集団としての思いやりやエネルギーが生まれると，
中盤や序盤は自ずと円滑に流れて行く。ただ，指導者と
してはどの過程においても，常にほめたり励ましたり，
少し難しい技能課題を与えたりして，興味・関心と技能
の漸次性を確保するようにしている。幼児ダンスでは，
楽器隊やダンサー役に限らず，全ての学生達が自分に自
信を持ち，互いに支え合いながら一つのものを成功させ
ていく「過程」が最も重要だと捉えている。 
＜第 2回：授業相互参観FD＞平成26年12月 9日
演　目：「ピーターパン」
1 ． 「幼児ダンス」において印象に残った点
①仲間との連帯感や動きのリズムを楽しむ
◆参観者　ウォーミングアップとして，先生の太鼓や音
楽に合わせて，二人組になりいろいろな動作を協力して
行いないながら，徐々に身体を解していくウォーミング
アップの活動は学習のレディネスを創る上でも重要であ
り，また，学生同士の士気を高める上でも重要な活動で
あると再認識をした。講義科目では見られない，生き生
きとした学生たちの笑顔や表情を見ることで，将来，子
どもたちと楽しく身体を動かすことの体験をこのような
場での経験を通しながら保育者というアイデンティティ
を創っていくのだと実感した。
●授業者　創造的な活動には，仲間との連帯が必要とな
る。特に幼稚園課程のミュージカルの場合は，音楽も自
演であるため，皆で息や気持ちを合わせることが重要に
なる。そのため，楽器隊・ダンサー隊関係なく，ストレッ
チをしたりダンスをしたりして徐々に心と体をほぐし
“表現する心と体”を作ることを心がけている。表現力は，
ダンサー隊だけでなく，音楽隊にとっても大変重要な力。
表現力のない音楽ではミュージカルに魂が乗ってこない。
授業では，ウォーミングアップの段階から手拍子や声に
よる音の刺激も用いながらこういった表現力の育成を心
がけている。 
②いつも的確で分かりやすいアドバイス
◆参観者　ミュージカルの本番を想定し，衣装，大道具，
小道具などすべてのモノを使い，通し稽古を行った。通
して稽古をするのは未だ少ないようで，何とか学生も流
れを追いながら動いており，未完成の部分もあり，今年
はかえって学生の葛藤や悩み，戸惑いと言った学びのプ
ロセスを見学することができて大変勉強になった。一度，
通して動いた後，授業者はいつの間にか大量のメモをホ
ワイトボードに記入しており，それを，的確に学生に伝
え，すぐの 2 回目の通し（部分だけ）を行ったが，動き
の大きさや，アクセント，ポイントのおき方など具体的
で的確な分かりやすいアドバイスは，より良くなりたい
と思っている学生には大変有効で，効果的なアドバイス
であると感じた。指導で大切なのは，学生の持っている
持ち味や能力を最大限に活かして，それを発揮できるよ
うに指導することだと改めて感じることができた。
●授業者　この授業では，舞台経験のある学生はほんの
わずかだ。中には，バレエや劇などを経験してきて，最
初から堂々と表現できる学生もいるが，そうでない学生
が大半を占める。そのため，なるべくわかりやすい言葉
を用いて，さらに身振り手振りで，ミュージカルの修正
点を伝えるようにしている。ミュージカルを演出し始め
て間もない時は，修正する内容がとても多くなる。この
頃は，ダンサー隊も台詞を覚えていなかったり，舞台上
でも恥ずかしそうにしたりしている。楽器隊ももたつき，
なんとなくちぐはぐな感じの期間が続く。しかしこの際
も，「これはダメ」などといったマイナスの言葉を用いず，
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「こうするともっと良いよね」等の生産的な言葉を用い
て，励ましながら後押しするように心がけている。こう
いった活動を経ると次第に息も合って行き，終盤にはコ
メントする内容もなくなるほど，完成度が高くなってい
く。自作の小道具や大道具もそろうと，さらにミュージ
カルの雰囲気が創られていく。学生の個性も毎年違うの
で，その年々でゴールまでの道のりは違う。今年は最初
から歌は良かったのだが，演じることに恥ずかしさを感
じる学生が多く，それらを払拭するのに少し時間を要し
た。時間をかけて励ましたり鼓舞したりして，ダンスを
大きく生き生きと演じられるように積極的に働きかけた
ように思う。しかし，もう本番が来ても大丈夫なところ
まで上がってきた。皆，それぞれの役割を堂々と演じて
いる。
＜第 3回：授業相互参観FD＞平成27年12月15日
演　目：「やまたのおろち」
1 ． 「幼児ダンス」において印象に残った点
◆参観者　 3 年間，連続して同じ授業科目を参観するこ
とで，同じ授業科目であっても勿論，演目が違うという
事もあるが，ミュージカルを制作し上演する学生が違う
ため，内容や学生が違えばその学生たちのそれぞれの個
性を活かし，引き出す授業スキルが必要となる指導者と
してのご苦労が感じられた。しかし，3 年間連続して参観
したことで，毎回，新しい発見ができ，連続して同じ授
業科目を見ていくことの意義を改めて今回は感じること
ができた。今回，改めて感じた内容は以下の 2 点である。
①幼稚園教員養成課程の枠を超えた仲間との作品作りの
意義
◆参観者　昨年あたりから小学校教員養成課程の学生の
参画が目立ちその効果を感じたことである。特に幼稚園
教員養成課程の学生は日常的に同じ科目を習得すること
も多いため，いつも同じメンバーで過ごす日常で親密さ
は増すが，マンネリや馴れ合いにもなる。そのため，
ミュージカルに関しても，他の科目への配慮が欠け，
ミュージカル一本やりになることもしばしばみられた。
しかし，ここ数年，小学校の学生たちも参画したことが
直接の原因では無いだろうが，バランスよくミュージカ
ル制作への取り組みができるようになった。また，幅広
い交友関係もできたのではと推測される。このような，
他の課程とのコラボに関して効果的と思われる点と，指
導上工夫された点など教えていただけたら有りがたい。
●授業者　ここ数年，副専攻の履修が増えてきた。今年
は 8 名おり，過去最大の人数となった。これまで関わっ
てきたのはそのうち 6 名だが，副専攻の学生が少なから
ず影響を与えていることは実感している。実際，ミュー
ジカルの授業最終回で，幼稚園課程の学生から“副専攻
の学生たちががんばってくれた”，“協力してくれた”，
という振り返りがきかれた。こういった感想から，幼稚
園課程の学生たちも，参観者と同じように肯定的に受け
止めている様子がわかる。しかし，副専攻の学生たちか
らは，“協力できなかった”，“どう関わったらいいのか
不安だった”といった振り返りがあった。自分としては，
こういった遠慮がミュージカルに影響を与えてはいけな
いと考え，専攻に関係なく助言したり賞賛したりと隔た
りなく接していたつもりがが，彼らの中ではこういった
距離感が若干あったようだ。「幼児ダンス」は本来主専
攻が履修する授業なので，副専攻の学生たちには，物語
の核になるキャラクターや楽器は難しいとは思う。それ
らを考え，彼らの立ち位置をどうするのか，今後音楽表
現担当教諭と共通理解を図る必要があると感じた。
②表現のクオリティーを高める絶妙なアドバイス
◆参観者　 3 年連続で見て特にいつも感じることである
が，通して演じている学生に都度，声をかけたりアドバ
イスをしたりしているにも関わらず，ホワイトボードに
学生への指導のポイントの板書を進行に沿って行い，通
しが終わった時点で綿密にアドバイスを行い，すぐに修
正して演じてみるという学びの即時性の大切さを実感し
た。見学する時期は完成に近い段階であるが，毎年，様々
な学生の集団にチームワークや自分たちで作り上げると
いう責任感や連帯性をどのように指導しているのか知り
たい。
●授業者　指導を行う時期によって，アドバイスの内容
や量を変えるように心がけている。＜序盤＞では定型の
振り付け本をそのまま自分たちで読み取り，グループ学
習を行う中で，あくまでも自分たちが主体的に創作して
いくものであることを浸透させるようにしている。その
ためここでは，“読み取り方がわからなかったら助ける”
スタンスをとっている。しかし，読み取りが終わり一通
りCDの音源で劇を通せるようになったら，そこからが
勝負だと考えている。＜中盤＞では，“どう踊ったらもっ
とよく話の展開が伝わるか”“配役の立ち位置はどこか？
ドラマ性はあるか？”と発問をしつつ，グループ学習に
関わって行く。この過程の中で，自分たちで創作できる
グループもあれば，完全に停滞してしまうグループも出
てくる。後者の場合は，授業者が振り付けの種を授け，
そこから自力で発展できるように促す。この演出に最も
時間と気持ちを割いているように感じる。“通しながら
ボードにメモ→即修正”，参観者がいうこの作業を，こ
の中盤で繰り返している。演出を始めた最初はかなり大
きな修正を入れるが，徐々にそれは少なくなり，最後に
なると表情や角度など微細な演出へと変化していく。
＜終盤＞は，またドラマ性の再認識に戻る。歌詞や振り
付けが板についてくると，ただ振り付けを踊るだけ，台
詞を言うだけ，という状況になりやすいからだ。“どん
な気持ちで泣いているの？”“怖い時ってどんな体にな
るの？など、登場人物の心情を再認識させる言葉かけを
行っている。この最後の声掛けで，幼児たちが登場人物
の心情を感じとれるミュージカルに仕上がる。
＜第 4回：授業相互参観FD＞平成29年 1月10日
演　目：「桃太郎」
1 ． 「幼児ダンス」において印象に残った点
①学生の持ち味を活かしながらミュージカルの演目を完
成させていく教育的意義
◆参観者　幼稚園教員養成課程の学生は日常的に同じ科
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目を習得することも多いため，いつも同じメンバーで過
ごす日常で親密さは増すが，マンネリや馴れ合いにもな
る。また，集団としては20名という小集団でお互いの顔
が見える関係でもあるが， 3 年次にもなるとパターン化
した付き合い方も見られ，マンネリを打破して学生から
大人へのステップとして新しい自分の発見が不可欠の時
期かもしれない。そして，そのような機会を与える場と
してミュージカルの制作過程が有るのではと最近は感じ
ている。そして， 4 年間経年で参観する中で学生が自分
らしさを恥じることも無く，ありのままに表現すること
へのチャレンジでもあるミュージカルの完成までのプロ
セスは，現代の若者の自立という大きな階段を超える
チャンスとしても寄与していると思うようにもなった。
このような重要な時期であるからこそ，個々の持ち味を
生かし，教員が主導するのではなく，主体的な学びを進
める工夫は並大抵ではないと感じている。個々の学生を
活かす工夫を教えていただけたら幸いである。
●授業者　今年度の授業開始 1 時間目に，今年の学生は
内気で空気を読みすぎる，自己主張をしない代だと感じ
た。配役を話し合うときも，例年「○○やりたい！」と
いう流れで決まるところ，今年は「○○をやってもいい
けど…」となんとももったりした様子だった。練習に入っ
ても，おしゃべりに夢中になっていたり，自主的に練習
する時間であっても座り込んでいたりと…心配な日々が
続いた。本格的な練習に入っても台本を手放さない学生
達に，さすがに堪忍袋の緒が切れ叱責したのを覚えてい
る。桃太郎や犬猿雉の四人，鬼の四人は，この叱責あた
りから“これではやばい…”と緊張感を持ったようで，
指示をすっと吸収し，練習に臨む姿勢も変わっていった。
ただ， おじいさんおばあさん・娘は，本番直前まで“照
れ”が抜けず，“新婚夫婦のような照れ合いはやめなさ
い！”“娘の照れが劇の緊張感を途切れさせる！”とぎ
りぎりまで厳しく指導したように思う。彼女達は，人前
で表現すること自体が元来苦手だったのかと思う。やる
気がなかったわけではないと思うので，ここは自分の指
導法の課題となった。このように文章にして振り返って
みると，今年は例年以上に叱咤し鼓舞し激励したな…と
反省が残る。こういった学生達をその気にさせるために，
今年は特に“あの
4 4
桃太郎だよ?子ども達はみんなイメー
ジを持っているから，よほど追求しないと「なんだこ
りゃ」って思われるよ” と度々鼓舞した。他に，これは
例年と同様だが“自分たちはどうしたいか?”と尋ねる
ようにした。そして，学生達から何か芽が出たときには
例えそれが小さなことでも賞賛するようにした。これを
繰り返すうちに，具体的なイメージが少しずつ出てきて，
徐々に自分事に変わりやる気も沸いていったように思う。
このように誉めたり叱ったりしながら，その都度個々の
学生達の反応をみて，最善の方法を模索している。
②表現のクオリティーを高めるために多彩な工夫
◆参観者　毎年，連続で参観しているが，一度として同
じ光景は無い。それぞれの学生の連携しながら舞台づく
りをする姿は本当に個性的な営みであることを実感して
いる。しかし，その個々の課題を瞬時に見抜き，後回し
では無く，ホワイトボードを使ってすぐに学生にフィー
ドバックを身振り手振りで授業者が伝える・教える様は，
プロフェッショナルという言葉そのものである。ミュー
ジカル制作で，このような創り上げる過程で授業者はク
オリティーをどのように捉えているか教えてほしい。学
生の作品だからといった観点では無く，子どもだましで
は無い本物創りといった印象を受けたための問いである。
●授業者　今年は「桃太郎」という国民的おとぎ話だっ
たため，各キャラクターが“絵本からまるでいま出てき
たような”演出になるよう心がけていた。つまり，犬や
猿，雉などの各キャラクターがそれぞれ個性豊かになる
よう，わかりやすい演出を心がけた。“各キャラクター
の個性を引き出す”というのはいつもの自分のテーマな
のだが，今年は新奇的な演出ではなく“そのものをそれ
らしく安心して観られるような”演出に留意した。
他に，具体的な内容をいくつか挙げたい。まず，「空間
の広がり」である。桃太郎は，舞台が「村→海→鬼ヶ島
→村」と大きな範囲で変わっていくため，空間の広がり
が生まれるように留意した。具体的には，「遠くに」と
いう台詞にはその対象が遠いことを表現するために，手
を額に置いて遠くを見る表現に“斜め上”の技法を加え
て使った（上半身の乗り出しも重要）。次に，「物理的な
移動や時間的変化の表現」である。舞台空間は，これら
が舞台の右（上手）から左（下手）に流れる法則がある。
そのため，キャラクターや話が幼児から観て右から左に
進むように努めた。さらに，「喜怒哀楽の誇張」である。
これは幼児でも，登場人物の心情に自分を沿わせる（心
に響かせる）ことができるようにするためだ。嬉しい・
悲しい・悔しい等は日常の動作以上に，肩を震わせたり
両手を広げたりと大げさに表現するように演出した。最
後に「戦いの演出」である。これは，劇中になくてはな
らないシーンである。この演出には，例年最も多くの時
間を費やす。ヒーローが簡単に勝ったり負けたりしては
面白みに欠ける。そのため今年も，“がんばる！でもや
られそう…やられてしまう…力を合わせてやっつける”
というシナリオをじっくりと仕上げ，楽器隊との連携も
図って音楽の長さや効果音，強弱などを丁寧に調整した。
実は，犬猿雉も戦い方をそれぞれ変え，各キャラクター
の得意分野を披露するようにした。本番では，演出が功
を奏して幼児も敵と共に戦っている気持ちになってくれ
ていたように感じた。他にも，歌詞に併せた具象的な身
振り（動作）や体の角度などの細かい演出はあるが，時
には発問もしながら考えさせ，毎回自分の身体で大げさ
に表現しわかりやすく演出するように心がけている。 
4 ．おわりに
2008年から教科横断的に実施している音楽表現と身体
表現による受講生達のレポートの分析を行った結果，受
講生達が試行錯誤や失敗，成功した実体験を元に多くを
学び取り，保育者としての表現性を身に付けていく様子
が明らかになった。また，過去 4 回の授業相互参観を通
して，教員相互のコミュニケーションに質的，量的な変
化が見られたことが見て取れた。量的な変化から言えば，
明らかにコメント者からの記述量もリコメント者からの
記述量も増加していた。さらに，質的な内容も変化した。
FDを実施した者は授業の直接の担当ではないため，当
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初は幼児教育全般の科目を担当している一人の教員とし
て，つまり保育内容の一般的な視点からの眼差しで参観
のコメントを述べていた。しかし，回を重ねる中で共通
の視点からコメントが述べられるように変化していった。
授業実践者もリコメントの内容に同じ目線と協働意識が
芽生えている内容の記述が見られた。
このように，教員同士が相互に授業内容を具体的に理
解することにより，学生にとって有益な学びの提供が可
能となる。この横断的かつ包括的な取り組みは，学生対
教員，教員対教員といった連携を強めていく効果的な試
みだと考えている。
